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iJapan株式会社は、アジア太平洋を中心に学術関連の流通事業を

展開するiGroupと関係の深いの日本法人です。
所在地  ：　 東京都足立区千住中居町17-20マルアイビル5F-21
設立  ：　 2012年6月

事業内容  ： ソリューションソフトウエアーの販売

　　　　　　 ACS / AGU等のPrint on demand サービス

  研究公正推進ツール  Copy Monitor / Imachek
　　　　　　ソフトウエア開発  NIMSテキスト＆データマイニング

  図書館関連ビジネス  Remote Access Service (MyLOFT)
   自社eBooks等  iG Publishing
  MSP (mathematical sciences publishers)の総代理店

  語学系テスト  ACTFLーLTI 言語運用能力テスト

  ビッグデータビジネス  Our Research社＜＝今回はこれです。

主な取引先：　政府機関、国公立・私立大学、研究機関及び一般企業



 ワークショップの目的

● 無料のOpenAlexを試用する。

● 無料版の制限を把握する。

● OpenAlexを業務にどう活用できるかを考察する。

図書館展で発表していただく人を募集しております。

発表する方で無料の制限で、大きなデータが入手できない場合は弊社でお手伝いさせ

ていただきますので、ご連絡ください。
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NPO corporation OurResearch

•米国の内国歳入法501(c)3非営利団体として法人化されてお

り、Principles of Open Scholarly Infrastructure（オープンな学術

基盤の原則）にコミットしていることもあり、買収される可能性は

低い
•501(c)3 nonprofit
OurResearchはオーナーいない、また、株式は発行なし

  公式登録会社名は “impactstory”

 note: our official government name is “Impactstory.
•クラリベイト及びElsevierはunpaywallのOAのデータベースを利

用

1. OpenAlexを開発した会社について



Principles of Open Scholarly Infrastructure

オープンな学術基盤の原則は、研究コミュニティを支援する
オープンな学術基盤を提供する組織やイニシアティブを運営・
維持するためのガイドラインを提供
CLOCKSS / CORE / COUNTER / Crossref / DataCite / DOAJ / Dryad / Europe PMC 
(EMBL-EBI) / HAL+ (CNRS) / JOSS / Liberate Science / OAPEN and DOAB / OA 
Switchboard / OpenAIRE / OpenCitations / OPERAS  / OurResearch (OpenAlex) / Peer 
Community In / Public Knowledge Project / ROR (CDL, Crossref, DataCite) / Sciety 
(eLife) / SciPost
 
2025.8.15現在、22組織・プロジェクトが賛同

1. OpenAlexを開発した会社について



OurReseach社：会社の特長について

同社はすべてプログラムは公開　オープンソース：

少数精鋭で会社を運営し、４半期毎に進捗をYoutubeで公開

https://youtu.be/d070TbIOOrw?si=1aOq_POR3D8ezlLT

https://youtu.be/ZqPmz92B-FU?si=e_0P8ncA19sXcXHy 

https://youtu.be/m7eT9pDzaFk?si=j61-besbTiZPijSx 

現在、OpenAlex, Unpaywall, Unsub.orgの３つのサービスを中心に運営

会社のモットーはデータは無料、サービスは有償です。

1. OpenAlexを開発した会社について

https://youtu.be/d070TbIOOrw?si=1aOq_POR3D8ezlLT
https://youtu.be/ZqPmz92B-FU?si=e_0P8ncA19sXcXHy
https://youtu.be/m7eT9pDzaFk?si=j61-besbTiZPijSx
http://unsub.org


2. OpenAlexについて
　　OpenAlexのコンセプト

海（OpenAlex）の中にデータという魚がいっぱい存
在している。
全てのデータ（海）ごとコピーするか
（SnapShot)
必要なデータ（魚）を取るためにAPI(網)または検索
(釣竿)をかけて必要なデータを入手する！

OpenAlex(海)には、玉石混淆、撤回論文も、ハゲ
タカジャーナルもいて、OpenAlexでは学術論文の
世界をそのままの状況を再現しています。



2. OpenAlexについて

Sources [26万件]:情報源

Publishers [1万件] :出版社

Institutions [11.7万件]: 機関

Works [2.69億件]: 業績

Funders [3.2万件]: 助成機関

Authors [1.04億件]:著者

Topics [4500件]：トピックス

Countries: [247件]: 国

https://api.openalex.org/counts
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OpenAlexのデータベースの概要



2. OpenAlexについて

PIDを多く利用したシステム
-Orcid 
-DOI
-ROR(Research Organization 
Repository)
-FounderID
-GrantID



Topicsの内訳

2. OpenAlexについて OpenAlexトピックス

OpenAlexトピックスは、論文がどのような内容であるかを正確かつ簡潔に説明

するために使用できる、新しいトピックおよびラベルのシステムです。この新しい

エンティティ（トピックス）は、トピックとより上位の分野の間に1対1の関係を保証

します。下の図は、新しいトピックスの構造を示しています。

サブフィールド、フィールド、ドメインは、ScopusのASJC（All Science Journal 
Classification）構造に基づいています。これにより、ユーザーは使い慣れた既

存の構造を利用できます。他のシステムがジャーナルレベルでASJCを適用する

のに対し、OpenAlexでは論文レベルでトピックを適用するため、粒度が向上しま

す。各トピックは1つのサブフィールドに属し、そのサブフィールドは1つのフィール

ドに属し、そのフィールドは1つのドメインに属します。例は以下の通りです。

トピック： 自然言語処理

サブフィールド： 人工知能

フィールド： コンピューターサイエンス

ドメイン： 物理科学

関連するサブフィールド、フィールド、ドメインを含むトピックの全リストは、以下の

スプレッドシート「OpenAlex_topic_mapping_table」で入手できます。

CWTSが提供するトピックとASJC構造をどのように結びつけるかでした。この
問題を自動的に解決するために、OpenAlexは大規模言語モデル（LLM）を使
用して、トピックを最も可能性の高いフィールドに割り当て、その選択に基づい
て、LLMが最も可能性の高いサブフィールドを選択しました。これにより、チー
ムは4,000以上のトピックを一つずつ手作業でサブトピックに割り当てることな
く、2つの別々のデータを効率的に連携させることができました。



2. OpenAlexについて

OpenAlexのデータベースの比較

https://openalex.org/about



2. OpenAlexについて

Culbert, J., et al. 2024. 
http://arxiv.org/abs/2401.16359

OpenAlexとWeb of Science（WoS）、Scopusの比較について、以下のポイントをわかりやすく

簡潔にまとめます。

1. 参照カバレッジ:
○ OpenAlexは、WoSやScopusと比較して、特定の条件下で同等の参照カバ

レッジを持つことが確認されました。特に、共通の出版物を持つサブコーパス

において、平均参照数が競争力があります。

2. メタデータの質:
○ OpenAlexはORCIDのカバレッジが非常に高く（92%）、著者の識別に優れて

いますが、abstractsのカバレッジはWoSやScopusよりも低い（87%）です。

オープンアクセスの情報はほぼ同等です。

3. データの整合性:
○ OpenAlexには削除されたアイテムへの参照が含まれるなどのデータエラー

が見られ、信頼性に課題があります。一方、Scopusでは提供された参照数が

実際の参照数と一致しないケースがあることが確認されました。

4. オープンデータの利点:
○ OpenAlexはオープンソースであり、ライセンスの制約がないため、研究者が

自由にデータを利用できる点が大きな利点です。これに対して、WoSや

Scopusは商業データベースであり、利用に制限があります。

OpenAlexのデータベースの比較1



2. OpenAlexについて

Maddi et al. 2024. 
https://doi.org/10.31235/osf.io/8wa4qOpenAlexとWeb of Science（WoS）、ScopusのOAについての比較について、以下のポイントを挙げてわか

りやすく説明します。

1. カバレッジの広さ :
○ OpenAlex: 34,217のOAジャーナルを収録しており、そのうち 25,658ジャーナルは他の

データベースには収録されていない独自のものです。

○ WoS: 6,157のOAジャーナルを収録。

○ Scopus: 7,351のOAジャーナルを収録。

2. 地理的な表現 :
○ OpenAlex: より多様な地域からのジャーナルを収録しており、特に過小評価されている

地域（アフリカやアジア）に対しても比較的公平なカバレッジを提供しています。

○ WoSとScopus: 北アメリカ、ヨーロッパ、オセアニアのジャーナルが過剰に評価されて

おり、アフリカやアジアのジャーナルは相対的に少ないです。

3. 学問分野のバイアス :
○ OpenAlex: 人文科学や社会科学など、幅広い分野のジャーナルを包括的に収録して

います。

○ WoSとScopus: STEM分野（科学、技術、工学、数学）に偏っており、特に高インパクト

のジャーナルが優先される傾向があります。

4. アクセスの公平性 :
○ OpenAlex: オープンアクセスの原則に基づき、より多くの研究者がアクセスできるよう

に設計されています。

○ WoSとScopus: 従来の購読型モデルに基づいており、アクセスには費用がかかること

が多いです。

OpenAlexのデータベースの比較2



2. OpenAlexについて

OpenAlex：Open Scienceの有用なデータベース１つであり、Open Scienceのインフラストラクチャです。　

● Microsoft Academic Graphのデータを引き継ぐだけでなく、PIDを活用して(ORCID, DOI, ROR, FounderID, GrantID,等)、施設の
同定、著者同定の問題、論文の場所の問題、オープンの問題を解決すべく様々なアプローチを提供して問題を解決しようとしていま
す。

=>OpenAlexのデータをコピーしているだけの会社はそのようなことを考えておりません。

● 世界中のデータを英語だけでなくローカルランゲージ（UTF８）でサポート
● 人文系・社会科科学系データをサポート
● メタデータはJSONフォーマット出力
● OpenSource、Openデータで提供、ソースコードをダウンロードして、誰でもOpenAlexを作成できます。
● Wikipedia方式の自発的修正サイトを提供し、データの品質の向上をはかっています。
● OpenAlexのデータをクリーンにしてゆくことで、他のOpenAlexを利用している様々なサービスの精度も向上します。
● メタデータはCC-0 Licenseでエビデンスデータとして利活用可能
● 現在のコードでは拡張性に問題があるため、OpenAlexコードをリライト中（11月には終了予定）、コードアップデート後JaLCやIRDB

やJSTAGE等のレコード情報を収集する予定。

OpenAlexの特徴



2. OpenAlexについて

OpenAlexdeデータ追加状況

　 3/15-3/30 4月 5月 6月 ７月 合計

2022 9,651 15,702 16,445 11,166 28,834 81,798

2023 10,877 33,458 19,379 17,567 34,173 115,454

2024 59,834 97,476 59,840 46,305 49,933 313,388

　 80,362 146,636 95,664 75,038 112,940 510,640



3. 世界での活用事例

University of Scranton
Weinberg Memorial Library
Collection and Resource Management Librarian
Sylvia Orner氏
疑問：図書館のコレクションがどれだけユーザのニーズを満たしているか？
図書館ユーザの Citation分析
どのように分析しようか？
問題：
ー機関レポジトリなし
ー業績システムなし
ー限られたリソースと時間
ーOドル予算１名のみの部署
ソリューション
Open Alexが機関のCitationを収集できる！
OpenAlexRが無料で分析に使える！

プロセス

登録のRORから10年前までの文献を入手

CSVでダウンロード

文献のチェック

Cited ArticlesのOpenAlexの独自IDを抽出し

書誌情報をOpenAlexで抽出16000 Unique Citation
上記リストと図書館の購読物（図書館Opac/購読物）とを比較

結果

1045の出版物から16781のCited文献

24% はOA　65%が学内の情報資源からのCitation
感想

この時に各教員（研究者）がどのTopicで出版しているか

OA出版をしているか等より詳しく知ることができた。

これにより図書館がどのように各教員（研究者）をサポート

できるか知ることができた。

https://docs.ropensci.org/openalexR/
https://github.com/sylviaorner/citationanalysis
論文情報

Aria, M., Le T., Cuccurullo, C., Belfiore, A. & Choe, J. (2024), 
openalexR: An R-Tool for Collecting Bibliometric Data from 
OpenAlex, The R Journal, 15(4), 167-180, DOI: 
https://doi.org/10.32614/RJ-2023-089.

https://docs.ropensci.org/openalexR/
https://github.com/sylviaorner/citationanalysis
https://doi.org/10.32614/RJ-2023-089


コロンビア大学図書館の事例
プロジェクトの目的
•転換契約に伴い、大学の著作物について学ぶ
•コロンビア大学でどのようなAPCを支払っているか？
•コロンビア大学の著者にとって利点となる OA出版オプションの追求
•コロンビア大学の著者の著作物をトラッキング
•再現可能なプロセスでの実現
•結果の比較
Scopusデータ＋OpenAlexデータ活用

プロセス：
2018-2023のOpenAlexのデータをダウンロード
エクセルでクリーンアップ
Tableau Desktopでの分析

https://youtu.be/Zp9gPJ7HMb4?si=RkwZ0_-zCan3S6Nj

3. 世界での活用事例



20

Research Portal Denmark makes it easy to explore and discover Danish research: 
https://forskningsportal.dk/ (「Research Portal Denmark」は、デンマークの研究を簡単に探索・発見で

きる便利なツールです。 )

Another example, Colombia:  http://impactu.colav.co/

3. 世界での活用事例

OAモニター

https://forskningsportal.dk/


ワシントン大学の国際共著出版世界分布

:多分プログラムをコピーすれば実現可能！ (「AIに確認して、東京大学でやってみましたが、すべてフリーの環

境では実現不可、量が多すぎて共著情報の国の収集中に RAMがクラッシュして出力不可」 )

ge

tabun

https://github.com/ourresearch/openalex-api-tutorials/blob/
main/notebooks/institutions/uw-collaborators.ipynb
https://www.washington.edu/global/publications/

3. 世界での活用事例

https://www.washington.edu/global/publications/


4. OpenAlex Webインターフェース

URLをコピーすれば同じ検索結果を表示

And OR Not 演算

Indexing



4. OpenAlex Webインターフェース：検索の注意

注意：

フランスの機関？
どうも日本人の著者がいらっしゃる論文の数をカウントしているようです。



APIでJason形式でメタデータの塊を作成＝＞このメタデータを他のシステム等で利用
https://api.openalex.org/works?page=1&filter=authorships.institutions.lineage:i160046202,publication_year:
2020-2024&sort=cited_by_count:desc&per_page=10&apc_sum=false&cited_by_count_sum=false

4. OpenAlex Webインターフェース：API出力



5. OpenAlex APIの注意点

OpenAlexのAPIについての制限

１日: 100K/day, 10/second

APIでは200件の項目がMaxで繰り返してデータ
を入手

大量のデータの収集　NG

過去のプログラムはその当時のVersionでプログ
ラムが実行できたにすぎず、今そのプログラムが
実行できるという保証はありません。



5. OpenAlex APIの注意点



無料AI(deepseek, chatGpt, Gemini等)無料版は登録されたデータがAIモデルに取り込まれる

ので注意ください。

● GeminiのCanvasでプログラムを作成して、無料のColabで実行するときの注意点Colabの無料版では、利用できる

RAMとディスク容量に制限があります。5673件の論文データ（特に各論文が詳細なメタデータを持つ場合）は、共同

研究の抽出やグラフ構築のためにメモリ上で処理される際に、Colabのメモリ制限を超えてしまう可能性があります。

● 実行時間制限 : Colabにはセッションの実行時間制限もあります。データ処理に非常に時間がかかると、セッションが

タイムアウトしてクラッシュする可能性があります。

東京大学の2022-2025年までの出版物53500件の分析を行おうとしたところ、メモリが足りず、

クラッシュして、結果を得ることができませんでした。

OpenAlexでダウンロードするデータ件数が少なければ無料で色々なことができます。

5. OpenAlex APIの注意点



6.AIによるプログラミング

データの塊をAPIで取得
１JSONファイルで15000件程度

これで行えば９５％問題なし。無料APIでのエラーが少ないデータ分析の流れ 

どのような分析がしたいか？

国際共著分析
研究分野の
トレンド分析

主要投稿ジャーナル分
析

特定出版社の
引用分析

OpenAlexは計量書誌学のダ
ウンロードのためのレポジトリ
として機能します。



6. AIによるプログラミング
無料で利用可能です。
1. 京都大学の2024−2025年の国際共著論文のデータの出力

13640件

https://openalex.org/works?page=1&filter=publication_year:2024-2025,authorships.institutions.lineage:i22299242&view=list,report,api



共著の多いトピック

Astrophysical Phenomena and Observations：14
Galaxies: Formation, Evolution, Phenomena：12
Gamma-ray bursts and supernovae：11
Astrophysics and Cosmic Phenomena：11
Stellar, planetary, and galactic studies：10
RNA modifications and cancer：9
Cultural Differences and Values：9
Ionosphere and magnetosphere dynamics：8
Chromosomal and Genetic Variations：8
Sepsis Diagnosis and Treatment：7

6. AIによるプログラミング
無料で利用可能です。
1. 京都大学の2024−2025年の国際共著論文：カナダ  353件

与えられたデータを見ると、以下のように分類できます。

1. 天文学・宇宙物理学 : 「Astrophysical Phenomena and Observations（宇宙物理学

的現象と観測）」「Galaxies: Formation, Evolution, Phenomena（銀河：形成、進化、

現象）」「Gamma-ray bursts and supernovae（ガンマ線バーストと超新星）」

「Astrophysics and Cosmic Phenomena（宇宙物理学と宇宙現象）」「Stellar, 
planetary, and galactic studies（恒星、惑星、銀河の研究）」

○ これらのトピックの合計は、14 + 12 + 11 + 11 + 10 = 58 です。

2. 生物学・医学 : 「RNA modifications and cancer（RNA修飾とがん）」「Chromosomal 
and Genetic Variations（染色体と遺伝子の変異）」

○ これらのトピックの合計は、9 + 7 = 16 です。

3. 地球科学 : 「Ionosphere and magnetosphere dynamics（電離層と磁気圏のダイナミ

クス）」

○ このトピックの合計は 8 です。

4. 社会科学 : 「Cultural Differences and Values（文化の違いと価値観）」

○ このトピックの合計は 9 です。

天文学 や宇宙物理学 は、カナダで非常に盛んな研究分野の一つです。

カナダは、天文学研究において国際的に重要な役割を担っており、特に「 TMT（Thirty Meter Telescope）計画 」のような大型プロジェクトにも

正式メンバーとして参加しています。国内には、トロント大学のデイビッド・ダンラップ天文台や、ブリティッシュコロンビア州にあるドミニオン天体

物理天文台など、歴史と実績のある研究機関が多数存在します。



6. AIによるプログラミング
無料で利用可能です。
1. 京都大学の2024−2025年の国際共著論文：医学部でのホットトピックはなに？

京都大学医学部の論文の抽出



6. AIによるプログラミング
日本の大学図書館からの依頼 1
こちらはAPIKeyが必要になります。

スクリプト実行の
サービスへ移行

何回かエラーが表示され、エラーを生成AIに連絡して、再
度スクリプト作成を何回か繰り返す

最終的に以下の通り、必要な情報を入手



質問：XX大学の研究者が2022年から2024年までのAmerican Chemical Society(ACS)が出版する
ジャーナルに発表した論文をジャーナル毎に記載してださい。また、同じ範囲で、 XX大学の研究者が
American Chemical Society(ACS)が出版するジャーナルにどれだけ引用したかを ACSジャーナル毎に
CSV出力してください。

スクリプトの目的 :

● XX大学に所属する著者が、 American Chemical Society (ACS) の出版社から発行されたジャーナルに掲載した論文 を、OpenAlexデータ
ベースから取得する。

● 取得した論文について、 出版年ごと、かつジャーナルタイトルごと に、以下の情報を集計する。
○ そのジャーナルに掲載された 論文の総数  (Papers)
○ それらの論文が受けた 総引用数  (Citations)

● 集計したデータを整理し、 CSV形式のファイル として出力する。

こちらは出力するために15-20回位エラーが表示されましが、最終的には CSV出力できました。

どうもXX大学のIDが異なっていたり、ACSのIDが異なっていたりフィルタ条件の不備や謝り、データの集計ロジックがありま
した。

6. AIによるプログラミング
日本の大学図書館からの依頼2
こちらはAPIKeyが必要になります。



7. OpenAlexと相性の良いVisualizationサービス:VOSviewer

https://www.youtube.com/watch?v=MfwFzLQmUwo&list=PLe06345JQjNah9HOdjljoWxSFLF-NzuiF&index=2

Copy and paste OpenAlex URLs for robust metascience analyses and visualizations
(OpenAlexのURLを使って、高度なメタサイエンス分析や可視化を実行しましょう。 )



7. OpenAlexと相性の良いVisualizationサービス:VOSviewer

VOSviewerは、計量書誌学 やテキストマイニング の分野で、

データのネットワークを可視化するためのライデン大学で開発

されているフリーソフトウェアツールです。主に学術論文や文

献の分析に用いられます。  

 

VOSviewerは、複雑なデータを視覚的に理解しやすい形で表現するのに役立ちます。主な機能と用途は以下の通りで

す。 

● ネットワークの可視化 : 論文、著者、ジャーナル、キーワードなどの関係性をネットワークとして可視化します。

これにより、研究分野の構造や主要なプレイヤー、トレンドなどを一目で把握できます。  

● テキストマイニング : 論文の要約やタイトルからキーワードを抽出し、その共起（同時に出現すること）ネット

ワークを作成できます。どのようなキーワードが関連しているのかを分析するのに非常に有用です。  

● データソース : OpenAlex, Web of Science やScopus などの学術データベースからデータを取得して分析するこ

とが可能です。また、ローカルに保存された文献管理ソフトのファイル（RIS形式など）も読み込めます。  

● クラスタリング : 関連性の高い項目をグループ化（クラスタリング）して色分け表示し、特定のテーマや研究分野

の集まりを特定しやすくします。  

ライデン大学は大学ランキング等も行っています。

https://www.leidenranking.com/


Network visualization
VOSviewerのネットワーク可視化における色は、通常、 クラスター

（Cluster） を意味します。

クラスターとは何か？

クラスターは、ネットワーク内で互いに強く結びついているノード（この場合

は著者）のグループです。 VOSviewerは、ノード間の関連性の強さを分析

し、関連性の高いノードを自動的に同じグループ（クラスター）に分類しま

す。

色が意味すること

● 異なる色 ：異なるクラスターを意味します。例えば、赤色の

ノードは「クラスター 1」、青色のノードは「クラスター 2」といっ

た形で、視覚的に異なるグループとして表現されます。

● 同じ色 ：同じクラスターに属しているノードを意味します。

クラスターの色が示す情報

クラスターの色を見ることで、以下のような情報を直感的に把握できます。

● 研究分野の構造 : 多くのクラスターが存在する場合、その

研究分野がいくつかの独立した、あるいは異なるテーマに

分かれていることを示唆します。

● 主要な研究テーマ : 共著者ネットワークの場合、同じクラス

ターに属する著者は、同じ研究テーマやアプローチに取り

組んでいる可能性が高いと考えられます。キーワードの共

起ネットワークの場合、同じクラスターのキーワードは、関

連性の高いテーマ群を形成していることを示します。

● 協力関係のパターン : 著者ネットワークで特定のクラス

ターが他のクラスターとほとんどつながりがない場合、その

グループが他の研究者とあまり協力関係を持っていないこ

とを示します。逆に、異なるクラスターをつなぐ太い線があ

る場合、そのグループ間で協力関係が存在していることを

示します。

7. OpenAlexと相性の良いVisualizationサービス:VOSviewer



Overlay visualization（オーバーレイ可視化）は、VOSviewerの非常に有用な機能

の一つで、ネットワークのノード（円）に特定の属性情報 を重ねて表示するモードで

す。

Network visualization（ネットワーク可視化）が、ノード間のつながり（クラスター）を

示すのに対し、Overlay visualizationは、時間、被引用数、特定のキーワード など

のデータを色や大きさで表現することで、ネットワークのトレンドや特性をより深く分

析することを可能にします。

Overlay visualizationの主な表示方法

1. タイムライン表示（ Time-based Overlay）:
○ 色: ノードの色が、そのノードに関連するアイテムの平

均出版年（ Average publication year） に基づいて

変わります。

○ 意味:
■ 青色や紫色 : 比較的古いアイテム（古

い論文やキーワード）を示します。

■ 緑色や黄色 : 比較的新しいアイテム（新

しい論文やキーワード）を示します。

○ 分析できること : この表示モードは、研究分野の歴史

的発展やトレンド を追うのに非常に適しています。例

えば、キーワードの共起ネットワークでこのモードを使

用すると、どの研究テーマが過去に盛んで、どのテー

マが最近注目されているかを一目で把握できます。

2. 被引用数表示（ Citations-based Overlay）:
○ 色: ノードの色が、そのノードに関連するアイテムの平

均被引用数 に基づいて変わります。

○ 意味:
■ 濃い色 : 被引用数が多いアイテムを示

します。

■ 薄い色 : 被引用数が少ないアイテムを

示します。

○ 分析できること : どの論文や著者が、その分野におい

て大きな影響力を持っているか を視覚的に特定でき

ます。

3. 特定の指標表示（ Other indicator-based Overlay）:
○ 色: ノードの色を、論文数、共著者の数など、任意の

指標に基づいて変更することも可能です。

○ 分析できること : ネットワークの各要素が持つ、特定の

指標の分布を視覚的に確認できます。

7. OpenAlexと相性の良いVisualizationサービス:VOSviewer



VOSviewerのDensity visualization（密度可視化）  は、ネットワークのノード

（円）の密集度を色で表現する、もう一つの重要な可視化モードです。

Network visualization（ネットワーク可視化）が、個々のノードやつながりの関係

を明確に示すのに対し、Density visualizationは、ネットワーク全体の「ホットス

ポット（密集している領域）」  を際立たせることに焦点を当てています。

Density visualizationの表示方法

● 色: ネットワーク内の特定のエリアの「密度」に基づいて色が塗ら

れます。

○ 赤色や黄色（暖色） : ノードが非常に密集している

領域（密度が高い領域）。

○ 緑色や青色（寒色） : ノードがまばらな領域（密度

が低い領域）。

Density visualizationが示す情報

この可視化モードは、以下のことを直感的に把握するのに役立ちます。

● 研究のコアテーマ : キーワードの共起ネットワークの場合、赤や

黄色で示される高密度エリアは、その研究分野における中心的

な研究テーマや、最も活発に議論されているトピック を示しま

す。多くの研究者が集中的に取り組んでいる「コア」の部分がどこ

にあるのかを一目で把握できます。

● 主要な研究グループ : 著者ネットワークの場合、高密度エリア

は、非常に多くの協力関係を持つ著者のグループ を示します。

これは、その分野で最も活発に共同研究を行っている主要な研

究者コミュニティを特定するのに役立ちます。

● 研究分野の成熟度 : もしネットワーク全体が均一に低い密度で、

大きなホットスポットがない場合、その研究分野がまだ発展途上

であり、明確なコアテーマが形成されていない可能性を示唆しま

す。逆に、いくつかの明確な高密度エリアがある場合、その分野

がいくつかの確立された研究テーマに分かれていることを示しま

す。

7. OpenAlexと相性の良いVisualizationサービス:VOSviewer



8. 分析応用編:OpenArticlesの探索

目的：レポジトリの増強
岐阜大学 2022−2025　Open Access

IRDBに登録するために必要な書誌情報は、主に以下の通りです。

必須項目

● タイトル : 論文や資料の表題。

● 著者: 著者名。

● 発行年 : 資料が発行された年。

● 言語: 資料の言語。

● 論文の種類 : 学術論文、紀要論文、技術報告書など。

● 機関リポジトリ URL: 資料が公開されているURL。

推奨項目

● アブストラクト : 論文の要約。

● キーワード : 論文の内容を表すキーワード。

● DOI（Digital Object Identifier）: 識別のための永続的な

識別子。

● 関連URL: 関連するウェブサイトや情報源のURL。



8. 分析応用編:OpenArticlesの探索

全件ダウンロードしてから分析！

OpenAlexの以下のAPIでColabを利用して全件（2926
件)取得し、
https://api.openalex.org/works?page=1&filter=autho
rships.institutions.lineage:i42405503,publication_ye
ar:2022-2025,open_access.is_oa:true　200件毎にダ
ウンロードしたい。



8. 分析応用編:OpenArticlesの探索



8. 分析応用編:OpenArticlesの探索

ジャーナル名・キーワードが入っていない、 IssueとVolも必要

私：CSVファイルの中には、 IssueとVolumeは追加されました
が、ジャーナル名と Keywordが取得されておりません。
AI：再度プログラム作成

私：Keywordと関連URLは、[]　になっております。また、
ジャーナル名はまだ取得できておりません。
AI：再度プログラム作成

私：Keyword（I列）　と関連URL(K列)は、[]　になっておりま
す。また、ジャーナル名は取得できました。
AI：再度プログラム作成

私：たとえば、 https://api.openalex.org/works/W4224230408 
のAPIを見るとKeywordの項目に以下の情報が含まれており
ます。 "keywords": [ { "id": 
"https://openalex.org/keywords/coronary-atherosclerosis", 
"display_name": "Coronary atherosclerosis", "score": 
0.6876236 }, { "id": "https://openalex.org/keywords/culprit", 
"display_name": "Culprit", "score": 0.5453945 }, { "id": 
"https://openalex.org/keywords/vulnerable-plaque", 
"display_name": "Vulnerable plaque", "score": 0.51423 }
AI：再度プログラム作成

完成！

あとは先生の許諾！！



せっかくデータがあるので。。。

Corresponding authorが岐阜大学を抜き出し、どのジャーナルに投稿に投稿しているのか、  Top20のジャーナル名と件数を教えてください。

はい、承知いたしました。Corresponding author（責任著者）が岐阜大学所属である文献を抽出し、投稿先のジャーナルの Top20を件数とともに出力します。以下のステップで
作業を進めます。

Preparing

Filter data for gifu university corresponding authors

Extract journal names

Count journal publications

Identify top 20 journals

Display top 20 journals

Finish task

8. 分析応用編:OpenArticlesの探索

Top 20 Journals by Publication Count for Gifu University Corresponding Authors:
PLoS ONE: 31
International Journal of Molecular Sciences: 18
Scientific Reports: 16
Cureus: 16
Cancers: 15
Research Square (Research Square): 15
None: 10
Proceedings of 36th International Cosmic Ray Conference — PoS(ICRC2019): 10
Journal of Clinical Medicine: 9
bioRxiv (Cold Spring Harbor Laboratory): 9
Molecules: 8
Current Oncology: 8
Microbiology Resource Announcements: 8
Journal of Diabetes Investigation: 7
Materials: 7
Animals: 7
Nutrients: 7
RSC Advances: 7
International Journal of Surgery Case Reports: 7
Heliyon: 6

上記はColabの下のGeminiでQ and Aを行いました。
ColabのGeminiは、日本語入力すると変なところで、文字が投入されてしまうため、別途メモ帳等で文章を作成してから、コピペすることを推
奨します。



9. 分析応用編:OpenAlex

日本の中の、量子コン
ピュータのアルゴリズムと
アーキテクチャーについて

俯瞰して状況を確認した
い。

参考文献
https://doi.org/10.5281/ze
nodo.13959607

API:　https://api.openalex.org/works?page=1&filter=primary_topic.id:t10682,authorships.countries:countries/jp



Geminiに問い合わせ

私：OpenAlexで以下のAPI ですべての文献 (3405件)をJSON Fileでダウンロードしてください。

https://api.openalex.org/works?page=1&filter=primary_topic.id:t10682,authorships.countries:countries/jp

Gemini:　いい加減なプログラム作成（新しいトピックだと高い頻度で発生）

プログラムの実行は、 Gemini上で行うよりColabというGoogleの無料のサービスを使った方がいい。

エラーや１件しかダウンロードできない等の問題があり、  通常200件毎に3405件に達するまで繰り返す。

GeminiやColab上のGeminiと何回かやり取りして、プログラムが修正される。

Colab上のファイルとして保存される。

9. 分析応用編:AI&Programing

https://api.openalex.org/works?page=1&filter=primary_topic.id:t10682,authorships.countries:countries/jp


9. 分析応用編:AI& Programing

Colab内のGeminiへの指示

Q1: 「openalex_works_all.json」ファイルからダウンロードしたデータを分析し、3405件

の項目から引用数に基づくTop10のジャーナルを特定し順位付けする。

Q2：「openalex_works_all.json」ファイルからダウンロードしたデータを分析し、3405件

の項目から引用数に基づくTop10の機関を特定し順位付けする。

Q3：「openalex_works_all.json」ファイルからダウンロードしたデータを分析し、3405件

の項目からOccurrences（用語の発生頻度）順にConcept名と発生頻度を教えてくださ

い。



9. 分析応用編: AI&Programing
No ジャーナル名 引用回数 論文数

1 Nature 4386 5

2 Physical Review A 3802 107

3 Physical Review Letters 3758 57

4 Physical review. A/Physical 
review, A

3231 135

5 Science 2894 7

6 Quantum Information 
Processing

2550 92

7 Physical Review Research 1858 101

8 arXiv (Cornell University) 1658 375

9 Scientific Reports 1570 62

10 Lecture notes in computer 
science

1444 123

Q1: 「openalex_works_all.json」

ファイルからダウンロードしたデー

タを分析し、3405件の項目から引

用数に基づくTop10のジャーナル

を特定し順位付けする。



Q2：「openalex_works_all.json」ファイ

ルからダウンロードしたデータを分析

し、3405件の項目から引用数に基づく

Top10の機関を特定し順位付けする。

最初はStanford大学がリストのTop1
（Stanford大学の日本人著者

：OpenAlexの仕様）にありましたが、 AI
に言って削除させました。

9. 分析応用編:
AI&Programing No 機関名 Citation数 論文数

1 Tokyo Institute of 
Technology

4118 138

2 The University of Tokyo 3834 277

3 The University of Osaka 2695 120

4 Yokohama National 
University

2108 133

5 National Institute of 
Informatics

1716 56

6 Keio University 1656 105

7 NTT (Japan) 1616 71

8 Japan Science and 
Technology Agency

1473 54

9 Kyoto University 1339 94

10 Tohoku University 1227 130



Q3：「openalex_works_all.json」ファ

イルからダウンロードしたデータを分

析し、3405件の項目から

Occurrences（用語の発生頻度）順に

Concept名と発生頻度を教えてくださ

い。

9. 分析応用編:
AI&Programing No Concept名 登場頻度

1 Physics 3089

2 Quantum mechanics 2956

3 Computer science 2793

4 Quantum 2775

5 Mathematics 2049

6 Algorithm 1724

7 Quantum computer 1619

8 Theoretical computer science 827

9 Quantum algorithm 822

10 Statistical physics 779



https://api.openalex.org/works?page=1&filter=primary_topic.id:t10682,authorships.countries:countries/jp

9. 分析応用編:VosViewer

Step1
Step2

Step3

Step4

Step5

https://api.openalex.org/works?page=1&filter=primary_topic.id:t10682,authorships.countries:countries/jp


9. 分析応用編:VosViewer

Q1.CitationとSourceの組み合わせ
Q2.Bibliographic Couplingと 
Organizationの組み合わせ
Q3. Co-occurrenceとConceptsの
組み合わせ



Q1＋: 「openalex_works_all.json」

ファイルからダウンロードしたデータ

を分析し、3405件の項目についてそ

の後出版状況を俯瞰したい。

この分野は、Arxiv（Preprint）が様々

なジャーナルとのコネクションがある

ため、Preprintからのジャーナルへの

掲載の流れが確立してる可能性が高

い。

9. 分析応用編:VosViewer



Q2+：「openalex_works_all.json」ファ

イルからダウンロードしたデータを分析

し、3405件の項目から引用数に基づく

機関を特定する。

9. 分析応用編:VosViewer



Q3+：「openalex_works_all.json」

ファイルからダウンロードしたデータ

を分析し、3405件の項目から

Occurrences（用語の発生頻度）順

にConcept名と発生頻度を教えてく

ださい。その後、用語の発生頻度の

年次推移を確認したい。

Quantum mechanicsを中心に、過

去のTopicから現在のTopicの推移

がわかる。

9. 分析応用編:VosViewer



この分野のNo4の横浜国立大学の分布はどうか？

世界の研究のトピックの流行にマッチしているか？

9. 分析応用編:VosViewer



https://api.openalex.org/works?page=1&filter=authorships.institutions.lineage:i22299242,raw
_affiliation_strings.search:center+for+IPS+cell+research+*

9. 分析応用編:VosViewer：京都大学IPS細胞研究所の論文上で
表示される用語の頻度の時系列表示



まとめ

● 無料であることもあり、特にROR等の設定によりデータが変わります。念の為、

データの精査の確認をお願いします。

● アイディアとコンピュータのリソース次第で無料で様々な分析はできます。

● AIに対して、OpenAlexからの出力可能なデータを期待して、正しい質問を行う事が

重要です。

● OpenAlexは無料利用できます。皆さんで作成したプログラムを公開してつぎにコ

ピーして利用可能な循環型の社会を作成してゆくことで、より高度なプログラムが

簡単に利用できるようになると思います。

● もし、無料の制限を超えてAPI等でアクセスしたい場合は、弊社にご連絡ください。


